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国内空港では、滑走路・誘導路の路面の安全を確保するため、定期的な点検が行われてい

ます。しかし、今後は人口減少により点検作業を行う人手の不足が懸念されており、点検の

効率化が急務です。点検の効率化には、滑走路・誘導路の路面における変状の発生状況の実

態を把握することが重要ですが、これまでその実態は十分に分析されていませんでした。 

そこで本研究では、東京国際空港、長崎空港、鹿児島空港、松山空港を対象に、滑走路・

誘導路での変状の発生状況を整理し、交通量や気象条件、変状の分布などの観点から、その

発生要因について分析しました。その結果、航空機の車輪の走行位置で変状が発生しやすい

こと、変状多発範囲は航空機の走行特性の違いにより異なる傾向があること等が分かりま

した。 
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